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はじめに 

 

原爆ドーム及び平和記念公園周辺における良好な景観形成に努めることは、原爆ドーム及

び平和記念公園の役割をより確かなものとし、平和のメッセージを全世界に発信していくた

めの重要課題である。 

 

本通３丁目地区市街地再開発事業の計画地は、中近世以来の商業地に由来する本市随一の

商業・業務地区の一等地にあり、そこに建設される高層建築物は、完成後は市域を代表する

ランドマークの一つとなるものと考えられるとともに、原爆ドーム及び平和記念公園に隣接

している地域内にあることから、平和記念公園を始めとする主要な眺望点からの眺望との関

係を整理しておくことも必要になる。 

 

広島市景観審議会（以下「審議会」という。）は、令和５年１２月２５日に広島市長から、

本通３丁目地区市街地再開発事業環境影響評価準備書の段階で示される計画に関して、景観

形成の観点から求めることについて、諮問された。 

 

審議会では、「眺望景観検討部会」を設置し、部会において、各種計画及び基準等の確認を

した上で、眺望点（視点場）の設定や、形態及び色彩等について専門的かつ具体的な調査・

検討を行うこととしている。 

 

この度、環境影響評価準備書が広島市に提出され、その内容が縦覧されたことを受け、同

準備書の段階で示される計画に関して調査・検討を行い、次のとおり取りまとめたことから、

これを審議会に報告する。 

 

 

 

 

令和  年  月  日       

広島市景観審議会 眺望景観検討部会 

部会長 角倉 英明         

はじめに 

 

原爆ドーム及び平和記念公園周辺における良好な景観形成に努めることは、原爆ドーム及

び平和記念公園の役割をより確かなものとし、平和のメッセージを全世界に発信していくた

めの重要課題である。 

 

本通３丁目地区市街地再開発事業の計画地は、中近世以来の商業地に由来する本市随一の

商業・業務地区の一等地にあり、そこに建設される高層建築物は、完成後は市域を代表する

ランドマークの一つとなるものと考えられるとともに、原爆ドーム及び平和記念公園に隣接

している地域内にあることから、平和記念公園を始めとする主要な眺望点からの眺望との関

係を整理しておくことも必要になる。 

 

広島市景観審議会（以下「審議会」という。）は、令和５年１２月２５日に広島市長から、

本通３丁目地区市街地再開発事業環境影響評価準備書の段階で示される計画に関して、景観

形成の観点から求めることについて、諮問された。 

 

審議会では、「眺望景観検討部会」を設置し、部会において、各種計画及び基準等の確認を

した上で、眺望点（視点場）の設定や、形態及び色彩等について専門的かつ具体的な調査・

検討を行うこととしている。 

 

この度、環境影響評価準備書の作成に先立ち、同準備書（案）（令和６年２月時点）の提供

を受け、同準備書（案）の段階で示される計画に関して調査・検討を行い、次のとおり取り

まとめたことから、これを審議会に報告する。 

 

 

 

 

令和６年 ３月１４日        

広島市景観審議会 眺望景観検討部会 

部会長 角倉 英明         

新旧対照表（景観形成の観点から求めること）

環境影響評価準備書（案）の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めること（令和６年３月１４日報告）

環境影響評価準備書の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めることの調査・検討結果（案）

（傍線の部分は更新部分）
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１ 検討趣旨 

 

⑴ ～ ⑶ （略） 

 

 

２ 調査・検討内容 

 

  令和５年１２月      広島市から広島市景観審議会に「本通３丁目地区市街地再

開発事業環境影響評価準備書の段階で示される景観に関して

景観形成の観点から求めること」について諮問。 

               令和５年度第１回広島市景観審議会開催 

  令和５年 １月      令和５年度第１回広島市景観審議会眺望景観検討部会開催 

  令和５年 ２月      令和５年度第２回広島市景観審議会眺望景観検討部会開催 

  令和６年 ７月      令和６年度第１回広島市景観審議会眺望景観検討部会開催 

 

 ⑴ ～ ⑺ （略） 

    

 

１ 検討趣旨 

 

⑴ ～ ⑶ （略） 

 

 

２ 調査・検討内容 

 

  令和５年１２月      広島市から広島市景観審議会に「本通３丁目地区市街地再

開発事業環境影響評価準備書の段階で示される景観に関して

景観形成の観点から求めること」について諮問。 

               令和５年度第１回広島市景観審議会開催 

  令和５年 １月      令和５年度第１回広島市景観審議会眺望景観検討部会開催 

  令和５年 ２月      令和５年度第２回広島市景観審議会眺望景観検討部会開催 

 

 ⑴ ～ ⑺ （略） 

    

 

新旧対照表（景観形成の観点から求めること）

環境影響評価準備書（案）の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めること（令和６年３月１４日報告）

環境影響評価準備書の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めることの調査・検討結果（案）

（傍線の部分は更新部分）
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旧 新



３ 景観形成の観点から求めることについて（まとめ）（令和６年度第１回部会） 

 

作成された準備書の内容は、準備書（案）の時点から景観形成の観点に関わる計画に変更

がないことから、これまでの部会において、準備書（案）の段階で示された計画に関して行

ってきた考察をそのまま引き継ぐこととし、以下のとおり、部会の調査・検討結果を取りま

とめる。 

 

  準備書に示された予測結果及び環境保全措置は概ね妥当なものと考えられる。 

  また、評価における記載に「今後の建築計画の進捗状況に応じて、事業性を考慮しなが

ら関係者との協議を進めるとともに、広島市の景観行政部署や広島市景観審議会等による

確認を受けながら慎重に検討を進める予定」とあることから、今後の段階においても引き

続き、詳細を定めていくに当たって、次のことを求める。 

なお、計画建物に関する対応は、「景観法に基づく届出等に係る事前協議に関する取扱要

綱」に基づく事前協議までに行うものとする。 

 

 ⑴ ～ ⑶ （略） 

    

 

３ 景観形成の観点から求めることについて（まとめ） 

 

準備書（案）に示された予測結果及び環境保全措置は概ね妥当なものと考えられる。 

ただし、準備書（案）の環境保全措置の内容にも示されているとおり、形態・意匠等の 

計画は現時点で具体的にはされていないことから、準備書（案）の段階では、本計画が 

「景観形成の方針等との整合が図られている」と結論付けることは難しい。 

そのため、次のとおり評価の表現の一部を修正すべきである。 

「したがって、環境保全措置のとおり計画され、事後調査によりそれらの内容が確認さ

れることにより、環境への影響が実行可能な範囲でできる限り回避又は低減され、景観形 

成の方針等との整合が図られると評価する。」 

また、準備書（案）、準備書の段階及びその後の段階において、詳細を定めていくに当た

って、次のことを求める。計画建物に関する対応は、「景観法に基づく届出等に係る事前協

議に関する取扱要綱」に基づく事前協議までに行うものとする。 

 

 ⑴ ～ ⑶ （略） 

    

 

新旧対照表（景観形成の観点から求めること）

環境影響評価準備書（案）の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めること（令和６年３月１４日報告）

環境影響評価準備書の段階で示される計画に関して
景観形成の観点から求めることの調査・検討結果（案）

（傍線の部分は更新部分）

資料７

旧 新


